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論文内容の要旨
顎関節症患者の中には、いわゆる顎関節症の三大症状の他に、下顎偏位や全身的な姿勢の不良を呈する者が認めら
れる。このような患者に対して、三大症状の消失を目指した治療を行った結果、下顎位と姿勢の変化が同時に生じた
とする症例報告があり、下顎位と全身の姿勢との聞に何らかの関連がある可能性を示唆している。
そこで、本研究は、身体の重心位置および重心動揺を評価する指標を設定し、下顎位の変化により身体の重心にい
かなる影響が現れるかについて明らかにすることを目的とし、下顎位を変化させた場合の身体の重心変化について検
討した。
はじめに、足底部荷重割合から算出した身体の重心位置および重心動揺が再現性を有することを確認した上で、下
顎位と身体の重心位置との聞に関連があるかどうかを検討した。さらに、下顎偏位を認めない者と認める者を被験者
とし、実際に下顎の位置を変化させた場合、身体の重心位置および重心動揺にいかなる変化が現れるかを明らかにし
た。
[研究方法および結果]
実験 1 :身体の重心位置および重心動揺の再現性に関する検討
個性正常岐合者 10 名(男性 7名、女性 3 名、平均年齢 25.3 歳)を被験者とし、足底圧力分布計測装置を用い
身体の重心計測を行った。計測は、連続した 4 日間の 3 つの時間帯に行い、統計には実験日、実験時間を独立変
数とするこ元配置分散分析を用いた。
その結果、各被験者における身体の重心位置および重心動揺のいずれも日内および日間に変動を認めなかった。
このことから、足底部荷重割合を用いた個人の身体の重心位置および重心動揺は再現性を有することが示された。
実験 11: 頭蓋に対する下顎の位置と身体の重心位置との関係
個性正常時交合者 100 名(男性 67 名、女性 33 名、平均年齢 27.3 歳)を被験者とし、重心計測と頭部 X線規格
写真撮影を行った。下顎の位置を示す計測項目として、正面頭部 X線規格写真からゴニオン水平角とメントン正
中角、側面頭部 X 線規格写真から ζSNB、 SN 下顎下縁平面角、 GZN、顔面角を選択した。分析には Pearson
の積率相関係数を用いた。
その結果、左右重心位置ではゴニオン水平角とメントン正中角で負の相関を認めた。前後重心位置ではζSNB
で負の相関、下顎下縁平面角で正の相関を認めた。
実験III: 下顎位の移動が身体の重心位置および重心動揺に及ぼす影響
実験III-1 下顎偏位を認めない個性正常日交合者における下顎位の移動と身体の重心位置および重心動揺
実験E の被験者より、下顎偏位を認めなかった 30 名(男性 22 名、女性 8 名、平均年齢 25.7 歳)を被験者と
した。重心計測は、日交頭猷合位を含めた、側方、前方および後方の 5 顎位において行った。
その結果、下顎の移動方向と身体重心位置の変化方向との聞に一定の傾向を認めなかった。しかし、重心動揺
は、下顎の移動方向と同側に身体重心位置が変化した群、変化なしの群では増加したが、下顎の移動方向と反対
側に身体重心位置が変化した者では有意差は認めなかった。
実験Eー 2 下顎偏位を認める顎関節症患者における下顎位の整位と身体の重心位置および重心動揺
大阪大学歯学部附属病院 顎関節・岐合科を受診した患者のうち、側方偏位または前後偏位を認める者 11 名
(男性 4名、女性 7名、平均年齢 33.7 歳)を被験者とし、下顎位の整位前後における重心計測を行った。
その結果、日交頭販合位における身体重心位置は、すべて下顎偏位側と反対側に分布していた。身体重心位置は
左右方向では 11 名中 9名に、前後方向では 11 名中 10 名に変化を認め、すべて個性正常時交合者の平均に近づい
た。また、重心動揺は有意に減少した。
[考察]
頭蓋に対する下顎の位置と身体の重心位置との聞に相関関係が示されたことから、下顎偏位により生じた顎口腔領
域の感覚入力が、頭位に影響を及ぼし、立位姿勢制御機構に変化を与えたのではないかと考えられる。また、下顎の
移動において、下顎の移動方向と反対方向に身体重心位置が変化した群で、は重心動揺の増加を認めなかった。一方、
下顎の整位において、下顎偏位側と反対側に分布していた身体重心位置が個性正常H交合者の平均の方向へ変化した。
これらは、実験E で得られた下顎位と身体重心位置の相関と一致する。このことから、下顎の移動に応じて、姿勢の
安定性を維持するには、身体の重心位置を下顎の移動方向とは反対方向に位置させるとょいと推察される。
[結論]
下顎の左右また前後への偏位が大きくなるにつれ、その偏位方向とは反対方向に身体の重心位置が分布することが
明らかになった。また、下顎位の移動は、下顎偏位を認めない個性正常岐合者と下顎偏位を認める顎関節症患者のい
ずれにおいても、身体の重心位置および重心動揺に影響を及ぼす可能性が明らかになった。これらのことは、顎口腔
系が身体の他器官の機能に一部関与していること示しており、下顎位は身体情報の一部として立位姿勢の維持に関与
していると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究では、下顎の移動が身体の重心にし、かなる影響を及ぼすかを明らかにすることを目的とし、下顎位を移動さ
せたときの身体重心の変化を、身体の重心位置および重心動揺により調べた。その結果、下顎の左右また前後への偏
位が大きくなるにつれ、その偏位方向とは反対方向に身体の重心位置が分布することが明らかになった。これに加え
て、下顎位を移動させた場合、下顎偏位を認めない個性正常校合者と下顎偏位を認める顎関節症患者のいずれにおい
ても、身体の重心位置および重心動揺に変化が生じることが明らかになった。
以上のことから、本研究は、下顎位と身体の重心との関連の存在を示すものであり、博士(歯学)を授与するのに
値するものと認める。
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